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大和川河川事務所では、大和川のことを多くの子どもたちに知ってもらうために若手職員
による「出前講座」（ＣＤＳＴ：Class Delivery Service Team）を行っています。

出前講座では、大和川の概要をはじめ、治水や歴史（付け替え）、環境分野では水質、
生きものやゴミ問題などについてお話をします。また、水の汚れを調べる簡単な試験
（パックテスト）を体験してもらっています。

大阪市立敷津浦小学校に行ってきました！

流域広報レポート

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 出前講座担当窓口
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ＣＤＳＴより

大阪市立敷津浦小学校の皆さん、お話を聞いてくれてありがとう！
みんな大和川の歴史のことを既によく知っていたね！
私たちがお話しした大和川の治水や環境について、
これからも忘れず、みんなの生活に役立ててください！！

○ 司会
○ 大和川の概要
○ 歴史について
○ 治水について
○ 自浄作用について
○ パックテスト
○ 生き物について
○ レポート
○ 写真

今回のお題

達家副所長

松永お兄さん

角田お兄さん

木村お兄さん

出前講座の様子

今回、私たちのお話を聞いてくれたのは大阪市立敷
津浦小学校４年生のみなさんです。
みんなが積極的に参加できるよう、クイズや昔話を
使って授業をすすめました。

パックテストでは、「大和川の水」「学校の池
の水」「水道水」「水道水＋醤油1滴」を使いま
した。実験の前にどの水が一番汚いのか予
想してもらい、パックテストの結果と比較しま
した。みんなは「大和川の水」と「学校の池の
水」が一番汚いと予想しましたが、実験の結
果は「水道水＋醤油1滴」でした。

～実験の様子～

みんな手をあげて、発言してくれました！

パックテストの様子

高岡お兄さん

試験結果は、みんなの予想と反
対だったね。みんなにとって醤
油は平気でも、川の生き物には
良くないんだ。


